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レ 物 質 構 造 言侖1.

.一・ 原 于 物 理 學,『5ペ ク トル,X線,

放 射 論;結 晶 化 撃,立 彊 牝 學 等

恤..phy詛 【,1.%(!935)L

JahaH.A.、 〃 ン 分 子 の 廻 嬉 と振 動(529).・

SommerfeldA,u.>laueA.W.,陰 趣 纏 の 原.子 核 衝 撃

の 際 のan止 損 失 〔i83).、

¥YolfF.,He+1二 對 す る.Heのumladende及101115-

ie[endequεfschDiヒt(say).

GerLesR'.,陰 極 線 の 空 氣 中 に 於 け る イ オ'%'fr作 用1ニ

ー就 て(cps) ・

KasselW.LLVogesH.,單 結 晶1こ 於 け るX線 干

。瓣?1鞴 。嚇 。。。。、驪 算:1}

織 鰹 繍 齢分子聯 瀦 ㍗}
AndantA.,LambヒltP..CfLecnm:eJ.,脂 肪 族 飽 和

アル コ ー ル及 エ ヂ レ ン.炭 化 水 素 の 赤 外 吸 收 ス 凌 ク

トル及 膝 朧 ス ペ ク.卜 丿レ(ラ マ ン効 果)(39】)

」.Am..Chem.Soc.,SJ(1933)・

13ullD.E。,工Sbbyｫ,F.&1温 【imerW.tiL,ア ク

チ 昌.ウ 亠.のa.線(ユ649.)・

RodeUushW.}L&SpeaLnanM・ 工町.窒 素 後 發 光 に

對 す る 奥 化 水 素 の 作 用 σ.S81)、

HarrisL.&PazlerA.5.,7rAminophthahydrazide

の 化 學 撰 光.(1939).

IbardJ.L&13IaiτvりRnbidiun及Am㎞oniにm

Fluobora[eの 結 晶 構 造(1A36)・

」.Che血.Phy8.,3(isas)・

Hul1G,F.∫ 砺1∴1一 及J:1,1,4-Trichloroe[haロeの

ラ マ ン ス.ペ クraの 比 較(591)・

¥1ahocke.rt.E.&NoyesW.AJr"ti5一 表[rans-

dichloroetliyleneの 紫 外 吸 牧 ス ペ.ク ト ル(536)・

WooS.4.&C6aT.C"Diacetyleneの 近 紫 外 吸 收

スr{ク トル(5弖1)・

Q{'einbaumS:,Iie.÷ の 正 規 状 態(547)・

tuftG.』E.,ダ イヤ モレ'ド め電 子 的構 造=(56〔り」….

¥Ldliken.R.S.,分 子 の電 于 的 構 造.〔S)"9ル デnE,

ケ.ト ン及 び 之 に開 聯 せ る分 子(564).〔ri〕 電孑 親

和 力 ・ 分 子軌 道 及び 双 極 子能 傘(il3);〔RI7〕.電;;

干親 和 力 及 び 分 子軌 道,多 原 子分 子 へ の 應 用 一..,

認k羸 。1、。。訟 、。鞴ll}
R'olkenstein'h[:&Syrl:ivJ」.h':,Dioxane.の ラi.シ'

ス ペ ク ト.ル(59i)P・ ・.

f-ylleriasE.A・,.二 原 子 分 子 の エ ネ ル ギ.P式 と ボ テ,、

ン シ ヤ ル 分 布(δ95)・

∫61teE'R・&F。o宦eI㍉ 格 子 恒 數 の 縞 密 決 定(605〕.l

LudlumE.A.,水 素 化 燐 の 繚 色 焔(田 了8)・

hfrehanE・ 」・・Eu,(SOa)a8FIDO.結 瓱 内 のEu++=iの

.吸 牧.ス ペ ク トル621) .

rLillikenR.S.,分 子 の 電 子 的 構 造 〔¥1 .II〕&Hs及

び 之 に 闕 係 あ る分 子(633).

Hoard∫.1.,&GnldsteinL.,K5TICIa・21:0の 構

造(X45).

IlngLesEW・,Cyanu;icTriazideの 構 造(650)・

Mac.WoodG.E.&UrevH.C.,CHyDの ラzン ス

ベ ク トル(650)・

.J.Te,lerE3Topleyll.,sf。 。及x9。 あ蠶 姦}.

.PuwdlH・M・&"アe【 星8A・F・ ・ 四 價 元 素 に よ る錯 陰

イ 才 ン の 生 成C㌔Tl2Clgの 構 造(iooa)、

Monateh.Chem.,68(ts35).

Pe5ヒemerM.u,R'iligutL..芳 香 族 炭 化 水 素 の 紫 外

吸 攻 〔m〕TetmLydcｫlipLenylの 橋 造(114)・

Nature,135(亅9諭 ・

Slenviokel.G・&SVfnssonE.,亜 銛 及 カ ド ミ ウ ム 同 位

元 紊 の 帶 ス ペ ク トル 測 定(9δ5)・.

IilitA.&LaugsethA.・ 重 ホ」素 ペ ン ゼ ン.の ラ マ ン ス

《!ク ト ル(9δ6).

Natare,]38(1935).

Venlalesach・rB.&Sibaiy・L.,白 金 同 位 元 素 及 び ・

そ の 核 旋 廻(65),.
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TillmauJ.R.&1100nP..R.,低 蓮 中 性 子 の 逡 擇 吸 收

(G5).

Tfarsh]..14&Sugde。 臨 。土銑 鞦 欟

HevesyG.SL・viR・ ・ヂ ス フb・ シ ウ ム 其 他.の 稀 土 類

元 素 鐸)人 コ匚翻f能 〔1〔}3).

FienkelJ・ 固 睦 と.液 體 と の 逵 績 性.(167).

tiawley .GC.・D,o・ 水 及 び ヂ オ ク サ 沖 のD,0の

蓮.赤 外 吸 收(18.1).

FrischO..R.置 麹 素 .とヵ.ル チ ゥ ム の 誘 導 放 射 能(22U)・

Becke:G.,.β 過 理 と核 安 定 度(25了).一

jlichamx∴.L,dlichsnia皿A.L&:Dzel叩 【トwB.

S.,人 工 放 射 能 元 素 のa線 ス ペ ク トル(2う7)・

B・rt;ssr・S・ ・沃 化 メチ ル ② 吸 歌 ス.ペ ク ト ル.(264)・

・W額9htN .4LeeW.C.,ア ミ ノ廢 溶 濱 の ラ マ ン ス.

ペ ク ト.ル(300).

Paneth-F..A.&Thomson.G,P.,へ9ウ 亠3を 多 量

に 造 る 試 み(334)・

SitteK・ ・.Kの 放 射 能(3雛)・

韲1ゆE・E・ 電 子 軌 道 の 非 廻 轌 の 證 據 と し τ の 稀 土

驩 頭 の 結 晶.の 多 色 性(:S:i5).

Venknlesachar.B.&SiLaiyaL,イ リヂ.ウ 亠 同 位 元

素 とzの 核 スe'.ン(437)・

K:血zlV.,マ ゲ ネ シ ウ ム 及 び ナ ト リ ウ ム のli-varies

(43i).

蓍 者 な し,核 物 理 學(467)L

∴[ich盆o匚♪wA.1.iAhcll2nianA.1.&1:asoda已wM.

笋".rリ ウ み 活 性 沈 澱 よ りの 陽 電 于 放 出 〔476)・

ImanishiS・ 帶.ス ペ ケ トル 測 惣 三 よ る 金 の1司 位 元 素

組 歳.(a7n).

Aatnrwise.,23(.1955)・

Hevesy.G・a・,Kの 放 射 能(5輿)・

Rry皿kowski.J;ク ロs.化 合 物 の 赤 外 吸 攻(弓.10)・

IiohGazischK.VV.F.,ヲ マ ン ス ペ ク トル と.ベ ン ゾ

ー ル 對 董再(624)・

HausserI.,Kロh".R.u.Gim】F.,有1幾Zwiしteri"n量 甞

液 申1;於 げ る驚 波(.,一 一Bm)の 異 常 分 散;Syhingo一

.myelinの 分 子 共 鳴 現 象(GS9),

PhiL∫ 皿ag・,20. .(1935)・

GhoshM..原 子 に ょ る 電 于 散 亂 理 論 に就 て(234J・

¥ecinT.E.,七 レ 昌 ウ ム.の 吸 攻 帶 ろ ・己 ク トル(3薪)・

Japolsi:y¥.s".素 粒 子 の 理 論 〔1}(4且 丁)・

・ 黥 瓢 翻 器
φ耕蜘 」`霧玉}

.liofstadL
.R.&T郡 ¢M.n.,Oめ 放 射 能 性 及.そ の 他

のP【otunに ょ るRes{maneeRadioactivI【 ア(306).

ShawhmE・.N.,1'b.め 吸 壊 及 發 光 瀞 スペ ク ト.ル

(348).

v血vレckJ.H.,r聴 電 子 に 對 す る重 い 核 の(.IVSS

Section(4Gi).

RnsinS.&RabiI.L,種 々 の 氣 體 に 於r,る ア ル カ

リ原 子 の 有 効 衝 突 のCrosssections(3i3,.

Stuh6nao〔)《.決 度 の 近 紫 外 帶 ス ペ ク トル(381).

」、しkinw+nR・'d'am,He5に 塰夛す る 證 明(3S2)・

Po11訂dL&M"rgena凵H,,水 素 中 に 於 け る 居粒 子

の 衡 突 〔:ins).

HughesA.L&Harris .、、7;,Heに 於 け る電 子 の

ヒuta且scnt重er置ng圏({08).

13arlunel【r.F・FBarkeτE.F・,硫 化 カ ルt:=rv及

重 水 素 牝 シ ヤ ン の 線 形 分 子 の 赤 外 吸 牧 ス ペ ク.ト ル

(516),

TnieJ.T..SmithP.T,&FaughanA.L.,.,C.H.,

.NO
gC雪N,.及 びGP.の 電 子 衝 突 に よ る電 離 生.成

物 あ 質 蟻 ス ベ ク トル.的 分 析(b26)・

Cha匸,S・H.,氣 體 冠U3め 寫 眞 的 吸 政 スペ ク トル

(5ufl).

13amesR・r:.,BrzttainP..R.&Scit｢肌,結 贔 の 赤

外 吸 收 ス ペ クrル の 構 造 と そ の 解 釋(v3?)・

UiekeG.}L,li--及1)。 の3P3Σ →2遥 Σ 帶.(606)・

L運P三〇nH・C曇}【i竈chellA・CG・ ・ 他 氣 體 に よ ろ

C`1の 共 鳴 輻 射 の 淌 光(615)・

¥`Cari如II.J.,ZnOに .よ る 電 子 廻 折 の 強 度 〔tl31)・

Brcwrr,.Kり,:の 存 在 に 對 す る.實LL(sam》 ・

Physik,Z,;36(1935)・

.HylleraasE ・A"無 拯 二 原 子 牙 干 のt.テ ン チ ヤ ル 経

過 に 對 す.る 新 窺,Cdl[及Nユ に 於 け る應 用 〔599)・

hlorinoY.u.¥lie・ushimas..重 い ア.セ チ レ ン 及 ・・9

ゲ ン化 ア セ チ レ ン の 固 有 振 勁(600).

RexerE.rハ ロ ゲ ン 化 ア ル カ リ結 品 の 紫 外 吸 收 と 色

核 生 成(602)・

HcrzlrtrgG・,Pam[F.wVedegerkl・ ・ メチ ル ア セ チ

レ ン の 寫 箕 的 赤 外 裏 ペ ク トル とC-C一 重 結 合 の

核 距 離 〔aas)・

Proc。Roy,Soe.【Aコ}151(1935)・

AmotF.L.&Baires.(.;..O,.水 銀 原 子 の弖皐住 及 非 弾

性 噺 面 積(?SG)・ 、

LipsunH.,朋 礬 類 の6L(347)・

、

一4?G一 一
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liernalJ・1)・&McgawII,Dし ・.分 于 内 力 に 於 け る 水

。灘 饗 脇_噺 該纛 藁9レ}
30W.Phys.,8{1935).

JablanskiA..L。7Lmermann氏 のm交L螢 光 ス ペ ク

トル と溶 媒 粘 度 と の 開 係 ■に 封 す る 注 意(10u).

Budnitrl:yD.邑KurlschatowI..,歳 及 他 の 物 質1二a

る1殴 蓮.iii性 子 の 散 亂..(.ra).

Seide]A"¥aの 紫 外 共.鳴 系 列(204).

PヒヒnhorV.,Slndniko望C.&W祖lth¢rA..L巨 イ オ.ン

に よ.る.Liの 崩 屡(872)・

SvaI.,Ro讐nkヒWIt記hh,5inelni':ovC,&Wnkher

A・・低 速ll唯 于 の 鐵 中 へ .の 吸 豊(2!6)・

K伽L,1:wenAcwilsじhl,、;Sine旦nikoe.GxN'nhUer

=A.ドr91性 孑 の 選 犀 吸 .收(219)ゼ

RoichLL"1.ichtz3hlmhn::eth・deに.よ る 紫 外 中 の

放 射 纏 測 定(22:り ・:

畿:潛 讐1灘黝 。氣潺嚢劉
響 快t、V・ ・最 子 力 學 に よ.るL化 學 力 ■の 貌 明 〔II〕〔asr)・

Z.Physik,s6Us3s).

Jaeじkヒi.1く り 中 性 于 に よ る.¥cの 崩 壊(151,・

Sarkiervic<W.C凶P一,in一 及 〔ト キ シ ロ ル の ラ マ

藁灘 纏 詣。。。。。_.罵L}
SdimidR.LL(iCfOLりCO.ス ペ ク トル の5B一 帶

(ins).

.耳サtIher(}・,[,oi鳳 訌翼邑anR卩 し1■SC11劬m"cher.【 ∫●」,pF2〔)

あ 赤 タトス'ξ ク トル と・そV7構 造(203)・

Jahlou>1:iA・ ・ 色 素 溶 液 の 光.aミ ネ ス 七 ン ス の.偏 光

理 論(236}.

竇ciz浦ckoτC'F'..原 子 核 質 量 の 理 論(43且).

Flu:geS.,程 原 子 核 の 構a(439)・

1…leisenUergW.,軽 原 于 核 の 構 造(473).

SiaurerW.,O～6000.Voltに 於 て 葦1ぐ 源 于 衝 突 に.よ

る.f[eの 駁 光 勵 怨.(4Sp).

FahlenL:ach11.、 人 工 的 放 射 能1;就 て(Curie・J畷ot

過 跫)〔 臼〕(503)・.・ ・r.

$c].midR,u,GerdL,caのCl蹴 態 のPr蕊dissb・

aiation(b#R).

31eckiR・u・.V紬1量 ㎎0・ 乳 炭 化 水 素 の 翠 一 置 換 體 の

近 赤 外 吸 收 の 研 究 〔1〕 液 髄 及 氣 體 の 比 較(Sup) .

SieteK.,K及Rト の 放 射 能(593).

IIYIIembs.E・A"二 療 子分 子.の ボ テ'ンチ 苧ル の 解 析.

的 糞現 と その分 光 學 的 鼓 症[に よ δ決 定 〔1〕一般

論(643)。.　 '

IlylletaasE・ ム・同 上 〔n〕CtlH及Xt分 子へ の 應

,、盈膿 、_、 。価 。于み:蠍}
FinkeinburgW"カ ド ミ..ウみ のVanderIS'aals:分 子

Cd=の ス ペ ク トル の 解 懌 〔714)l

Funlce.GドW.1.a3601一:於 け るNH一 蔕(78ハ,:

Z・phyヨik,Chem..[Bユ.2つ(19ES)。-...齟
り

BeutlerH"蓮 緩 扱.牧の 関OAに 於 ける長 波 長 髭 製 の

分 子 廻 轄 構 遣 よ『b決定 せ る永 素 分 于 の解 靉熟(水

業 の吸 牧 ス ペ ク トル 〔1〕)(31b)・
コ

HausserK・ .SV.,KuhnR・,SrnakulaA.u.K乳eucllξ 塁.

K・'IL,.光 吸.牧 と 二 重 結 合 〔i〕 問 砥 と方 法(36C).

耳on舘 已rK.、V.,KOhn賦.,Sin,ik"lnA.u.1【,,ffcrM.,

光 吸 收 と 二 重 蕁砦合 〔翻〕Ptiiya且dehydcとpalアe寧F-

b◎nb臣ureri(371).・'.

Hau55¢rK.W..}こuhnR.,SmakUlaA.u.D㎝t5cb.A.忌

光 吸.收 と.ニ ーe結 合 〔口1〕 フ ラ ン 系 列 の 研 究(37S)・.

IlauSselr.K・ 、、㍉・.KuhnR・ 乢Smaku二at、 ・・光 吸 」撲 と

;二遺 結 合 〔【V〕Diphρ 崢y聖po醢YL"1}e(384>

1'lansserK.W.,Kuhn.R.u..・9eitzG.,光 吸 收 と 二 重

牆 合 〔V〕 蝋 炭 素 二 重 結 合 を もつ 化 含 物 の儀 温

に 於 け る 吸 暇(391).

HavsserK-W・ ・Ku㎞R・.u..KtLhnE・,光 吸 敢 とこ

.重 結 合 〔Vl〕Di
ph帥y…polyeneの 螢 光(417).

{ヒ學 熱 ブ,學,勲{ヒ
學 及 遐 動 論

iJ,㎞ 曾ChemoSoc●,37(1935)陰

Ast・n∫ ・`=・,Wimbnganz&¥[esscrlyG・H.有 衡 ヒ

「 合 物 の 熱 容 景 及Yン ト ロ ピ ー 〔1〕12剛273。Kに 於

け る 綱=ン ス タ ン タi電 對 に よ る熱 力 學 的 温 度

目盛(1642).

S,ieh1ヒ τ.R・D・&II㎞ σniタn冒H.m..!EF5.1"fiH.〔1、 つ

Adenine,Iiypoxamhine,Guanine,Santhine,,

Allen覧oin.及 測 似anの 燃 繞 熟(li3d).

StiehlcrR、D.&耳uffman王1.¥L,熱 物 數 値匚〔V〕

Adenine・HyPG翼 ユ卩thine・Guau≡nCgSanthine・ 尿 貢養

Allan吐oin及:Vlnxanの 熱 容 量 、 エ ン.ト ロ ピ ー 及

.自山:
ニ ネ.ル ギ ー(17・11)・

Burrowvc.i.L&KiロBL.A.,Pyridineよ り.Pipcr一

一427一
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idi・鮮 郵 水 靴 叫1

.由工 神¥一 變 化(1789)・.Z.phy・ik, ,・Ch晦.匚A】,:74(1gs5).・

s`"tchardG.&Hame・.賦 恥 化 學 ボ テ.・チ ア 吻J・gitShR・=v===ルtzに よ 林 酸 化 胡 酸 化Al

式 の部 分 的 に 混 合 し得 る溶 掖 に對 す る薩 用 の 熱 均 研 究(49)・

・撫 繍 癩llll}Bcck"[au.ww.i"oihW・A`'1!lntopra:,i,.:opiiOl)'

HatnedH・.Sの 水 溶 酸 に於 け る1gl儼 ハ ロゲ
.ン化 物 混 粘 度,麦 面彊 力,旋 光 度 、分 子屈 折1

合 物 の二 三 の 熱 力 學 的 性 質 〔1865)・ 磁 氣 的 性 質.透 電 恒 鼓`.双 橘 于能 車,

Hn「neq'・H・S・&]IannwciLer.G・.,瓦,食 鹽 永 溶 法 に於 分 子容 、 分 子 量 及 原 子 量 等.

け る イtン 化 氷 の熱 力 學(1S73).Ann.Physik,.23(!g35).

J.1Che皿.・Phys.,5(le55).Fri曽01dQ.E.u.Sogpll.,.餐 種 溶 媒 中 の 二耳 の反 磁

Woq.S.一(:.&LiuT=一K・,シ.ヤ7酸 及 二 三 の シヤ ン 性 化 合 物 の 分 子受 嶺 李(413)6

鬮 φ吸 收 スペ バ'吸 解 繍(544)・.El・rdal"1.p.F・i・gldO.E・t..鰔 化合 物 の麟 液 中

GoraDsonR.W.&KT=cek.F・C・,正 誤;.タ ン グ ス 及 び 固韓 に於 け る反 磁 性(盈5)・

テ.ン酸 ナ.ト.り.ウ声の 相ZF衡 に 對 す る壓 力 の影 響 亙DembeT4・ 自由 電波 に よ る電 解 質 水溶 確 め 屈折 孕

それ に開 聯 せ る.熱力 學 的性 質 の.實驗 的 研 究(546).決 定(507).

J.Chem.Soec,.(宙55)・ZユuscherH・ ・電 解 狗 に作 れ るア ル ミ=ウ ム酵化 膜 の

D"》isD.G..]5et:於 け る 勧Bul麺cAcid一 水 の比 透 電 的 性 質(S97)・

.熱(】166)・Ber・ 】)tseh◎chemr.Ge8.,68〔193S)・

盤器2課 泓ll騙 馨織}U騰 譜 躡 誇叫 甥 ン
Rev,SbLlngtr贋6(195S)`Ilnuro"'itiF・ ・.fル.7イ リン守金 頃r趾『化合 物 の暫…質

RabiI.1り 新 氣髄 運 動 詮(2δ り.及 其金 屬 原 子 の 原 子 偵 と受 磁 攀 との閲 係(179δ)・

Sow.Phys.18.(.19Sil)・

LandauL,比 熱 の變 則 の 理 論.(」 】.3)・

Z。arlorgiChom・,224(1955)・
ロ

7…umer・ い ・R・th.NV.A・ ・K・S・O・の 生 成 淞 溶 嚠

熱(螂)・.

ZCtimerH.り.RotllW・A・,ZnSの 生 成 熱 ・}tixter:

のNa.遒 鹸 鎚 物 法 に對 す る批 評 〔2ii)・

Z.Elektrochem.,:qゴ(1955>・..

EmdenR・ ・熱 力學 の一ray(6塑)・

Schmolkefi.,熱 力學 の第3.法 則.と しτ の¥era【 熱

法則(659)

Z.Physik.,88(1935).

」鰐 臆W・ ・新 状態 方 穫式 理 論 の 箕 験 的 睡 明(119)・.
.W
ertheimer-E..氣 疆 法 瓜1亅・¥i'ien位 法 則 及氣 體 の

輻射 法 則 との開 傷….(137)・

Liempt.J.:,..M・,再 結 茄 貰 驗 直 よ り金 屬 のAO伽ck・

.crungsrr2rmeの 計 算(b39)」

Z・.physikChe血 ・[A1置73(1935)・

Shiba[aZ.ロ.NinaR.,KCi水 溶 液 の 蒸 氣 壓 測 駕 と

十a力的 學 計 算(975)・.・

J.Am.Chem.Soc.,57(W35).

…Gibsona.L・ ・259に 於 け る レ ゾル シ ノー ル及 び 〃

'一A'*fA液 の壓 縮 及比 容 積.及 之 犀永 溶 液 に.於

げ る 水 の擧 動(lua]).

1.MnuquinM,龍CatlmanW・11.,ア ル2ホ ル 水 混合

鞠 に於 け る接 散係 數.(1了91)・

;5Tid肥lyW・ ∫.&¥CamerJ.C.,イ オ ン反 感 の 臨 界

加 輩,透 電恒 數及 で オ ン強 度 の影 饗(1863).

McB跏 」.¥V.&BeU、!.D..水 中の 簡 軍 な る 颪鍍

xル7牙 ン酸 の 解 雛 に於 け る含 合 〔II〕凝 固 鮎

(1go9).

脚IJ。.T,&R"vmanJ・,Detaice及 其 の闘 醸 物 質

の 物理 化 學 的 研 究 〔1〕・.透 電 恒鍛 及 見掛 け の分 子

,容(1989)・

T.Chem.Phye.,3(1935).

RataJ.R.,HallordJ.O.Sc .AndersonL.C..llRr

とUBrの 物理 的 性 質 の比 被(531),

Hi蹴 』(elderJ噸o.■ 水 素分 子及 び 二 皿 子 水 素 イ オン

の 分 相自度 とそれ 監;關聯 ゼ る性 質(bus)。

.Smア 【hC ・P・&"'alls、V・s・ ・昌 トdメ タ ン.及こ♪ζク

一4.28一
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口、.卩ピ.ク...リ「シ の 透 電Ot,虜F究:て557)白

」。Chem,Soe齢,(1e35)・

LeFLVvre.C.G.&Le1"evreR.J.W.,、1;4一 ヂ 昌 ト

ロ,h33・5r.ト リ昌 卜".及 び 二 三 の!lg:6一 三 置

換 一1.t3言.5一 ト リ矗 ト ロ ペ ン ゼ ン め 双 趣 子 能 攀も

調 ㌦ 娩 鹹 黼。。肝話嬲1}.
O}okR・IL&Robinsonl⊃.Lリ ヂ シ ア ン及 其 ハuゲ

ン化 物 の 二 三 の 物 理 的 性 質(1001).

Orrw.J.c.&llutierJ.A.v・,重 水 素 水 酸 化 物 の

水 中 へ の 撰 散 蓮 度(1273)・I

Nat匸lre,=36(1955)・

DitchbdrnR.w.&1.lardingJ.続 晶 性 酸 化rグ ネ

シ ウ 』・の 性 買 〔了0)・

InF6町R. .T.W..溶 質 の 分 于 旋 光 度 と 溶 劑 の 透 電

恒 敷(181)・

IAchsH蕊:linkowJ.,貢 水 の 表 颪 喪 力(186)・

LosvryT.ML,旋 光 力 の 起 る原 因(1!1)・

}[ieSOtviCZ:1..パ ラーア ゾ ギ シ ァ ニ ソ ー ル の 帖 度 に 濠

「

ぽ す 磁 暢 の 彰 響(261).

RamachandtLRaoS.S乙SLihtamapiaTnK.C,,タ リ.ウ

ム漿 綴i品の 反 磁性(336)・

HondaK・ δi'SlthnizuYり 金 属 の熔 融 及 び 同 素 膃 轉

移 に於 け る糟 磁 崋 の變 化.(3昭).

R巳oS・R」,銅D磁 性(4S6).

二1諮鴫 鯉 二。,.,砌毒黙}
Phys.Rev.,cs(1955)・

XS'itmetE・E・,分 子 状 水 素 の 誘 磁 事(360)・

StranathanJ・D・,水 蒸 蝋 の 透 髱:憧 薮 〔53S).

Phssilc.Z.,s6(宦955)・

FiSt:herE・ ・高 振勤 プ リ ツ ヂ に よ6強 露 解 質 水 瀞 濠

の 透 竃 恒 歎 の 測 竃(5呂5)・

Proo.Roy.Soo。 【A],15i(ig55)・

WilsenA・IL,固 腔 の 光 墨 的 性 質(2了4)・

WilholmJ・O・,》lisene【A・D・&ClarkA・R.,液 態

ヘ リ ウ ム の 粘 度(342)・

:瓣 鷲 織 。闖 。。誠 翻
PodaschewslcyM。N.,岩 鹽 單 緒 鼎 の 伸 長性 亙 ぴ副 性

の極 限 に 及 ぼ す 光 化學 的 燮 色の 作 用(81)..

RudenkoN:.・S・v・Schul川 【kowL・W・ ・液盤sタ.ン 溝

ぴ エ.チ レ ンの粘 度.と温 度 との關 係.(179)・

11ans.Farad.Soc;,siQsasJ.
.L'
e71;RP・ ・同 位元 素 分 子 の双 揃 干能 傘(1345)..

Z.anO7g'.Chem.,224(1935).

llaraldaenH・ ・蛍 氣 化 學 的 研 究 〔xai〕c・ .,隅 系

.。。難 覧,識 。,,。1。蠍 騰}
Iia「aldaenH巳u・Kowa』kiEり 磁 氣{ヒ學35研 彡琶〔XVI【〕

2價 のCrのClmlkogenideの 磁 氣 的 恥 勣(3零9ン

Z.Physik,Chem.[B7,za(joss).

Triesch皿amH・ 一G・.炎 面 張 力 と溶 撮 和 作用(3蛤).

電 氣 化x}1

A皿 ・Physik.,23(1935)一

Gswehn二H.u.dalleG.,非 建 常 五 斯 放 電 の 動 力 學

〔n〕 .Glimmenencladul19の 動 力 學 的 綣 性 叙 瀘 に 於

け る 匕 ス テ レ シ ス現 象(3Sl)・

C。 瓰pt,.rend.,201(1935>

Francis¥f..T8Bの 薄 贋 の 電 解sy成 法.(473)・

J.6m.Chem.Soc.,57(w3s).

Otcrn.R..聯5-40『 に
.於NるA9-AsldtN&の 標 準 電

壓(1526)・

.ll
?rnedH.5.&Tho】nas.1LC.,メ チ ル ア ル コ ホ ル

7水 混 合 物 に 於 け るAg-AgGl電 拯 のnlnldElec・

tree.Potential(1GGfi),

.liestenA .SりSに 稀 簿 な る溶 液 に 於 け る測 定 に

薀 す る.Ag-AgBr電 極(167ユ).

McBain∫.W.&Be[s31.D.,水 中 の 簡 早 な 直 銚 ス ル

フオ ン 酸 あ 解 靂 に 於 け る 曾 合 の 重 更 な 役 匐 〔り 傳

.導 度(工9鱒)
・

.¥1cB
ainJ,W.&BetzM.D,水 中 の 直 鍍 ス ル7ナ ン'

酸 〔m⊃ 電 勁 力 〔lll?)・

lleBain
..J,is・IjelzDS.D・ ・ 刺'の 直 錻 ス ル ・ ナ

ン酸 〔n'〕 結 果 の 比 較 及 所 謂 ・Hammarstca"効

果(1916)。

BentH..E..&Dorfman>i.,非 水 溶 液 の 簿 導 〔工〕2i

チ ル_一 テ ル に 於 け るSodiumTripLenylboron及

DisaliomTrite-naphthyllwron(1924).

.Monarch・Che匸n●,66(1935).

.Pinka.;CrossP4・u・Sユcinortia重 水 及 輕 水 混 合

物 に 於 け る 強 酸 の 簿 導 度(111.).

.Schwa【LK.,液 猛A9一 ア マ.ル ガ ム01。に 於 け るAgの

輸 率 とm.子 價(218).

Nature,135(1835)・

一429・ 窄.

一__..二
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.著 者 な し ・ 蕁 電 導 度 に 關 す る2gyalSocietyの 論 議.

(943)・'

PhU.コ 蘆ag.,20(且935)・

Town6ヒ ロdr・ 二SrE鱒 電 離 瑾 論 〔a_.L).

】Phy日 。Re7■,弼(1955)・

Tuve..M・.A・ ・Flcfslコd .LR.達UuhlO・F.核 物 理 學 研.

究 に 封 す る.齦 蹶 攤:(31u)・

Sow.

Quittnご霊 畿 鼠 。驪 。漏 詮}
Davydovl3.,.電 揚rPを 運 動 せ.る電 子 の逑 度 分 布(54)'

F爬nke!J.・,牛 導 慍 に於 け る光 電 及 弐磁 電ｧkQtの 理 論

(185)・ l
Trane.Farad.Soo。,31(1935)・

Paロrlinston.」 」耳ミ・&StrneLillH・1・.TIt-T[榊 酸 引ヒ .

邇 ラ纏.(】357).

2.Elektrochem

StipanuwU.a1.二 論1111驚:。 。み糲 霧}

StipnnoxI♪.,21a【scLakF」,BsLv.chows翼.o.Kabar

novaW・ ・F畔一N:合 金 の電 解 妁 溶 解 〔597)・

TulundiicP」S;,推 用 電 飴 の 向 時 曲陸 榛 及 麟樋 直流

分揃 〔1〕Pr,ra及AutYm電 梗.(aoa)・

11't10L'iR.、 過 鹽 素錯 の 電 解(837.)・

融u留rWJ..u.Mad題uw,,不 働 態 の 理 論 〔xxVHD

¥aCl-iici溶 液 に於 け るFeの 陽趣 畢 動(6釦).

Cnhn.G,鯖 の電 氣 簿 導度(660)・

K盆 隅hulinきL硝 酸 中 に於 け るFc .の電 位{鋤(684).

Sclnvn6eK:,Pu測 定 川 硝 子 電 趣.(681}・

hinlcishimaS・ ・電 極 電 位 の理 論 絢計 算.1(597)・

Stillingo:.楽 合 態 元 素 の 電 鼠 化 學 的性 質 の開 係 〔1〕

Ca齟 盥 溶 凌 中 に於 け るGa.及 其 フ マ ル ガ ムの 電 位

に闘 す る研 究(712)・ 』

Simnn.A・..u・.JzuchA・,A1」 電 解 睾乾蓄 電 器 に於 け る透

馬.電腱 φ 構 豊 く739)・.・

Z,Ph

Krcich:reik,ssUeas)一anerP:u.D15nC、恥 。f(SOi).

Gyniai.Z.u.Toml:aP..Ta(コ 結 晶 の 光 電 的 導 竃 に

藷 磐譏 織 の三蠍 、、繍 論}
Kluge.....種 々の 表 面 層 に於 け る光 電効 果 の ス吋 ク

トル的 選 捧 住 の解 稀.(tinl)・

Z.physik.Chem.(A];174(1835).

SisL6Z.,擴 散電 位 と濃 度 との 蘭 係(33)・

Z.phyeik.Chem.【B】 ・29(1935)・

.SchollkvW.?固 態 電 解 質 「11.のイ.オ ン;移動 の機 構r

(3謬δ).

衡 論1

化 鱒 衛 ・ 相 律(状 態 躙 あ 溶液 諱 傾 烈 壓) .

.Compt.ren・ 」.,2D艮.(le55)・

Tim:nermans.J・.etP・PPEG・ ・重 水 と有機 液體 と.の相

互 溶 解 度(s24),

」。Am.Chem謄Soo.,57(1955〕 幽

H・ ・tt;gH..&Spa!一thcp.・en化 エ 弛 ・ の 畢 動1;

於 け る 燮 則 性 の 氷 點 法 に よ.る 調 査(膰 蛤)・

Schro5d¢r、V.C.,Gabrie聖A.畿PaT}【 宣lcgeE,P,燭150

一一3950eに 於 け る
..一NnsSO4の 溶 解ZF衛 〔1〕 坪aOH及

NaC【 の 彰 響(1539).

}'`uttonC・F・,3m5heerJ.CE&ムla【exs. .H..O,4e,

250及500{こ 於 け6
.NH4Cl-N.II,NO3-HcO.¥(1656).

耳amedH・S・&EmbreαN・D?,O..40eのal301.K-

HtO漉 合 物 に.於 け る 醺 酸 恒 數(1669).・

MlaclnnesI).A.&BelclierD。.電 動 力 測 定 よ り得 た

.る38。 に 於 け る 炭 酸 の 熱 力 駆 的 解 灘 恒 勲(】683)
.

SherllOVsk)'T・&]TaclnnesD・A・ ・ 電 導 度 測1定 に よ

る0～38『 の 炭 酸 の 第 一 解 雛 恒 数(170δ)・

む
AkcTlδfG・&TurckH・E・25。 に於 け るcrlsOH-

HtOr1.i20混 合 物 に對 † る二三 の蓐蚤,高 度 溶 解電

解 質 の 溶解 度(1746)・

」・Chein.Phy8。,3..(1955)・

Btidgm・nP..w・ ・灘 め 壓 力 「容 優 温 麟 係 衂 水

の 駿 憑 鬪(597)t

RudbergE.&LempertJ,,Baの 蒸 氣 躄(G27)・.

Cロth監reTtsonG.R,&Ki.htiakowsky.G.B..CiH・,q

及C21「1:間 の 熱 梺 衡(63工 冫

」.Cヒe皿...So6.,(ig55}・.

TetlerE&TbpleyB・ ・CtH弓 トH2rCコH6の 挙 衡 及 反

慮 鮎(876)・

Dav…esC・Wリ マ 冒 ン酸 と金 周 鹽 基 との 反 應(gio)..

GeTman、 、:■L&.VogelA・1リ コ鼠 幾 象…の 解 .議恒 鍛
.〔XIT〕

・ 新 緩 衝 痒麸:Phcnylacet[c.:cid尸Sodium

phen)'lacこt趣1e7(9ユ2)・

Butlerj・A・V・:&Rimchandonic・N,.非 電 解 質 の

濤 解 度 〔II〕・ 脂 勝 族 北 合 物 の 水 化 自 由 呂 ホ ル ギ ー

に 對 す る 有 趣 群 の 影 響(952)・

DenhamH.G..&.Kln呂W.E..三 成 分 系;Sn()一SOa

-lltO(1251)
・一一

一avu一
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IleyMドH・ ・Pd一 水 素 系 の 解 袈 壓 の 睨 明(125・1).

Nature,i3fi(1935)i.

WilsonC・.L。,重 水 素 ペ ン ゼ ン の 蒸 鰹(301>・

Phil。Ma;量 、TQ(1935)・

RauC,S・S..弱 電 解 質 溶 液 に 於 け る 水 の 構 造 て1〕 ・

蟻 駿 及 醋 酸 〔310).

ISerklep伯,.混 合 蒸 鼠 の 滲 透 壓 〔4S1)・

Physik.Z.,36(1335)・

GrafL,u.&ussmannA・,P巳 一r一.合 金 の 状 態 圖 と磁

氣 的 性 質(i49'.)・

WohlK,,.ユ 亜denha9面 氏.の 慘 透 顋 理 論 に 就 て(bCti)墜

Jus[iE・ 、.Krの 蒸 氤 壓(う71),

Trane;Farad.30c..3t(1933).

RayR.C.&.}[1【 臥H.C..35。 に於 け る.三 元 系P噸'

ssiumTluolwmte・P.)[usviumIセlioda[a水(Dais)・

z・an。rg.CHe.叫224(1933)・

][cnae【 耳・・砺 酸 及 硼 酸 ア ル カ リ鹽 頬 〔【X〕Na=Bρr

wa系(1).政 儀 一ILO系(Y3)。

We;bk・E闘.LairJ..Pdの 抵 級 確 化 物Pd-PV.S

系 の 状 態 固(49)・

SchreinerL,u.4ievedsA.gI;eSOニ7.L,O及B¢SQ謡6

.nso .;'r{,O系(;a;).

Kabh匡kovr,A.a.Zagwo5dkinK.!.,燐 酸 溶 液 の 燕

.氣 壓(315)・

Z.Elektroehem.,41(1H35}・

¥eロmannB, .n.S,nntag.A..確 酸 鹽 丑 磧 酸 鹽 の 分 解

壓 〔lu'〕L無 永 硫 酸 銅(611)・

Stユd鵬1しer9.¥f・ 覧・滲 透 壓 の 邏 力論 的 意 義(615)・

KaukoV..II.Car6ersJ,,IICO3一 の 活 度 係 数(121)。

KeumannB.、KI6gerC.u・JuunerFI・ ・ ア ル カ.リ 土

金 闘 の 鹽 化 物 ト同 酸 化 物 系 ・ 水 蒸 嵐 に よ る.ア ・ル.ゐ

り土 金 尉 の 鹽 化 物 の 分 解(73u').

Z・Phyeik,96(旧55)・

bl:戛重os55.F:u・ 良 脳 τ耳 ・・水 溶 液 の 反 射 能(12)・

Z.p`ysik.Ctem・ 【A】,173(1835)・

H誠baoH..馬u・4ilcrM・.弱 及 中 強 電 解 質 の 簿 韲

恒 鼓 〔jD,鑒 題 溶 液 中 に 於 塀 る α一ヂ 昌 トロ7二 ♂

一Hの 解 難 恒 鼓 と溶 解 度(}qg).

Z.phyeik.Chem[A7,t7a(teas).

SzsbB=Z・ .,鹽 類 の イ オ・γ 活 動 係 鼓(22)・

Ilry口akりe'ski..K・u.Sz川yt,,..共 ㌔蝕 二元 化 合・鋤 を 隼 ;
.す

る 三 元 系 に 於 け る.囲 液 挙 衛 關 係(rn)・.

Patscheke.G.u.Ta｢｢eC.,ア ル カ リ鹽 化 物 類 の 溶 解

度、.特 に液體アLモ 昌ア中の溶解度に及ぼす相互の

影響(IY,u)・'

1舞 而 化 學

吸r,觸 媒,廖 質,寓 茣 托 學 等

Bei;.Dtgoh.ohe血.Geg.,68(1%5)・

SlnndingerI-L,高,g合 化 合 掬 〔lli〕 膠 豊 の 分 類(1682》

SlaUdinger1【.u,S.lu+emannE.・ 高 重 合 化 合 物 〔tia〕

有:灘tiph3ro一 及Linear一 膠 質 粘 摩 頃〒卑(1691).

」,.Am.Che:n.Soc:,.57(1335),

管'Emmo賦P.!.L&7-1:vkneasR.宙.。 ア 亠 モ 昌 ナ 合 .成

用 鐡 躙 媒1=伎 る 水 素 の 吸 肴(lfi.",1)・

V}置es℃de.,吸r.k斯 の 密 庚.〔 ゆ 木 炭 に 聳 す る 二

酸 化 炭 素(1771)・

Su[【on∫.t;.&Dユ ▼IL5E.C・H噌 右 炭 に依 る 丿εタ

ン の 吸 眷(1了S5).

Tlwmas.ム.W。&K1.。 血。・GB.P・lcnuclcuba5ic

Uioriumrnmplezと 考 へ ら れ るklvdmusT40r:a

7k膠 質(18"_翼)・
.

Tnn■ 聯A.W.&0、 螂5」.【.S.ゲ 鑒 墓 性 鹽 化 ジ ル コ

ニ ウ ム親 水 ゾ ル(1S25)・

T:Chem.Phys.,a(s35)

COPアM・ 丿.&1,hipp.'r.E・ ・W .止に 於 け るK夏 の 畏

面 電 離(594)・

:丁.chem.Socり(1935》 ・

<hinsA .,木 炭 へ の 化 學 的 收 着 の 研 究 〔VI〕7k炭 懸

燃 翫 鍮 薦1}
KOlloi訌 一Z.,72(1335)・

Dnn.∫ ・u・Harri.onJ・ ・液 膣 膜 の 楓 .互 権 用(257)・,

¥lokruaol,inS,G・u・Demjanowa登 ζ・M・ ・lamina【e'

睡ゆ 蹴 τの騰 的鯢 〔μコ韓 銅撒 頒

.面i=於 て硫 化 鋼 か單 分 子及 多分 予 層隼 成 の動 力 學

(sci).

LedererE・L・Fapillarosl叩i・ にC寄 異 .新

Aapiu諏ro5kol,("?Gi),

Hridberglb..街 路 築 造用 垉 瀝 青含 有 乳濁 液 の 研究 を

持 に領 慮 しr_る,懸 濁 液 の完 全 な 弓頭 徹 寫 眞的 唖

製 に對 す る再 生 可 能 な る露 置(2孤).

RemyH.u.Secman、V6,液 體 に俵 る.霸輙 牧 に及 ほrす

氣 泡 の 大 い さの 彰 響.〔IIJ(273)・

Iinraosl訌n・,wZ・.uらSagortx6ev..B」 ・・Fe"～.友CL",鹽

'

`
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ias 丈. 献 集
一

・冒か;干典 す る綉 導 沈瀲 溶 解 .(291)◎

.S
checl .eIV、,Schulz¢lv,u.Spaロd議n耳,ドH岫 φ0騨邑町ピ

〔1〕.(30】);

Jcrmo宣 ヒnl～?.耳!・安 牢 化 さ.典.た懸 濁 海 三.於け.る.沈降

tltixc,t"⊃pie(・9ユ2)・

SaUuradaLu・.LeeS・,・sf: .ル及 ベ ン ヂ ー ル繊 維 棄

.のベ
ツ.ゼ ン溶 濱 の 透竃 的 研 究(320)・

1・;Epa;off・$M..ロ.}JOTUsowA.A.,.親 媒 廖 質.〔vn1〕

(2)寒 天 分溜 の 租 互作 用ilmeて の 問 題(孚 の ・
.
StFeht】ingHj・u・ 翫CherH,;一 木 材 の 議 翰 構 造 【翠〕』

.木 材及 卩グ昌 ン腕揃 に よ る各 種 液 饐 の蒸 鰹 減 少

(・336),

K猷 αw準,球・A・、媒 染 染 料 の 理 論 〔II),za染 染 料 の 分

散 度及 び芙 の編 繊 雑 へ の 吸 管 に及 ぼ す省 種 電 荷 の

.陽 イ.オ'yの 影 響 .〔345)・

Let)nha・diw・ イ 蹄 のreRfl學 的 縣(ms)・

SltherciscnK"最 近 十 ケ年 間 の醸 造 工 業 の.膠 質化 學

.(・z54).

Kolloi且 一Z;・,75(1955)・

ETbeF・ ・'.珪酸 の グ・リ.セリン ゾ ル中 の 珪 酸 粒 子 の 大 い

さの測 定(1)..

Gerb:tscho"'Sや"㌧ 凵・Ntkirorosvh、V6.IL・ .衝 突 ご)es..

'の滴 粒 の安 定 上 限 界(14)
.

.Gorbak晒d】師S.W.u.ILIustelER;...衝 突 の 際 の謫

粒 の安 定下 限 界(20)・

Ssemtih且sdh6nti6:W.K。 ロ;.Da熔idOW5k雪E・ ん,.電 解

質 に俵 る表 面 的 鹽析 〔24)・

Ss .tmdntSchtnkoW・K'd・ 『GTalschewa真 。F・・..電解 翼

に 依 る.麦面 的 鹽 拆(30).

Wael鵠hH・H・ ・kevハ ンを牛 導 醯 ・と して 色 素i〆 ク、

テ)7㍉ 血 球 等 の電 氣 泳動 の顕 微 箆 鞠 観 察(36>

Utschin諒y.G.P.,白.色 ヲ蹉金 屬 ゾル に於 け る尭 の=.di:

嘉 鷙 翻1。 。,二。、水。。ル膿}
SanerE・u・SteSnctD・ ・膠 質 囘 の化 學 犀 感 ⊂μ〕永銀

と硫 黄(45),一

.Kande[rkyB・,Setasch置iliL乢.Tawb頃dzoL2s

'チ ル ぐ ン ガ.ン 製 遣 とカロ水 分 解 .(47).

SatiN・.u・W。 匿a瓢be・S・・金 屬 水 酸 駕 物 の蹕 箕 溶 解 度

に及 ぼ す超 音 波.の影 響 〔1〕(50)・ ぴ
Y島jhlk.置.・A"'.Goy]t'.工 》i.Nl,VermaJ. .D.u..Rampal

C.L.,..ゲ ル の 二 三 の 性 質(fi了);

鞭fヒkeり ・・.H・c・ ・電 解 質 水 漕 液 φ 楯 度 と離 擁 鍛..

.(67>」.:.9

:.Pbn11¢11yJごL・,蛋 白質 の凝 固 に及 ぼ す水 及 び アル:

カ リの 作用 〔.8).

Papkoc .5..硝 酸 繊 維 素 の オ ル ガ..ノ.ゾル の電 解 質 に俵'

る毒日司 〔1〕.(82)・

Scheele、V.PSdiulxe¥¥'凾u・Jpandwit,ア ミγ酸

.〔n〕(8{)・

SedletzkqJ・u・llrvnaxskyB・ ・ フ ミン酸 の構 造.と其

リゲ.三.ン及 炭 素 に對 す る關 係(go)・

kola【owirsch¥f.0.「R》laloiT).,分 散 系 の 粘 度 と可

.塑性 〔Vlユ カ オ リンの 可 塑 的性 質 に及 ぼ す 濫 度及

び 電解 質 の影 響(as)・

TolsmiU. .?L,分 散 系 の 粘 度 と可愬 性(cu〕 縫 に轗

位可 能 な.Sｮ筒 を#Sつ 装 置 に よ る可塑 的 流 動 の研

究.〔96)、.

.6$ntxelA ・・各 種 金 屬 花 合 物 の.ゼ ヲ チ ン に漁 ぽ す摩

朋 に 韓 て のk=.etaaとTh・S6hユchow5ky.の 仕事

に對 す る油 意(102〕.

SilLeceiseoti.,最 近 十.ケ年 間 に於 け る醸 造 工業 の膠

質 化 學(完 結)((09)・
.翼atU
re,.真3D;(鹽935)・.

.SP
arlI.w・ .啻 α鼡A・1タ ・・ 液 體 の二 小 滴 岡 の階 段.

.内 融 合 て182)・ ・

.TlossS.A.,Ride)E.K..&SmithE.C.13.i.酪 酸

・加 里 上の ミ.オ.シソ膜 の櫨 張.(260).

Priロ5」,.A,, .無 定 形 ア ンチ モ 昌P(nrp}・

ti[akaI.S.111iyak<翫 ア ル ミ.昌ウ亠 を 小 址 含 む合

.金の醇{ヒ蟆.(437)　

Tionstad,.....&FLxdH.,重 水 の遘 蚫和 蒸 飢 中 に於

け る.液薗 の 卑成(476)・

Natnrwisa,.23(1935),

.F㎜kΩnbロ㎎ 釘W .U.Hod旦er.A.,タ ソ グ ス テ ソ に對

す.る永 素 の吸 著 に就 て(809).

BcerJ.rt.ae,電 子 放 出 と吸 舞現 象 〔著書 紹 介,(65i).

Phil.Mag.,270935).

Coste亅;:.FLs:SR'righ匸H・L・ ・吸 漫性 小涜 に於 け る

該 の性 質(?09}.

Proc.Eoy,SOC.[A],151(1935)

.Juhaionhf.C.;A`Vick.・P.A・ ・騨 吸 箸現 象 の オ ソ

シvグ ラ ラ.i=〔1}物 哩 的位 に 化 學 的雫 衡1二 近 づ

く.大なciii度 測 定 め 一 方 法(zoc)・

Johnson..陣(恥 融.WickFi蕊.:氣 憩 吸 特 現 象 の陰標

そ線 オ.ヅ ジOゲ ラ フイ 〔n〕 タ..ン.グス テ.ン上 に.於け

.e蝿.}

,
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る 酸 素 吸 著 夥…態 の 繕蹠 時 間(308),

Sow.Phya.,8(1935)

.K「ylow .k・19・ 彈 性.ゴ 胡 莫の 電 于 廻 折(工36).,

.Gogot:eiitlse ..D..ll.,..lrrutionalenF19chcnに .よ.る

.iq'1.llingnbil【lungに 就 て(20S)
.

Traps;Farad.S60。,31(19E5)・

Finch.G.i.,Quaneil:,.G.&R'ilmanH,,電 子 廻

離 籌鸞 駄 。内。愈 。鼎}
亘旺,Pkin5.}T.G:,研 磨 金 屬 上 の 無 定 形 暦 の 厚 さ

(ions).

LeesC.S.庸 磨 鑷 茹 の 構 造 で・10'+j.・.

;欝 鬻 滋 。。。。。纛 翼享}
一 般 討 議(113の ・

dndradeE,N.daC、 金 屬 薄 膜 の 結 晶.(1137)・.

一r般.討議(1143)'.

Tronstndh, .金屬 上 の透 明膜 研 究 に於.け る.Diwldの.

光 學 的 方 法 の府 効 注.(1.151 .).'

O:nsteinL5.,嶷 醗 金 騰 層 の光 學 的研 究(1158).

一 触 討 議'(1166)・

.翼鋤 彑噂aηU .J.童..HutiiersallA.W・1.金 相 學 的 方

、法 に依 る電 勸 の髄 研究 〔1168)・

Schlotrei.単,.電 著 金 贋 の 構 造 に 闘 係 あ る化 學 的 及 物

講 鷲 竃。。のrtusｻ.}

Llebre」chE.,電 着 金 屬 被 覆 の構 造 に及 ほ す 膜 生戒 の

.B彡響(1166)
.

31uller..k:L.ク"ム 酸 水 溶 液 の電 解 湛 元 に於 け る陰 趣

膜(真194).

j;lumN+..sI:aaP=rC..,.高 電 流 密 度 に於 て電 管 され

1ノ;.・¥iの構 造.と{生質 〔]2(〕3)・

Pu匸[evioA..,・&Cvmixilisteu.,本 漆 液 中 で得 らる

、零 着 物 の構 造 に及 ぼ すsupport或 は 陰 樋 め 彰

響..(121.1)・

一r舟愛討 議(1218)・

Glass[oneS・ ・電 椏 電 位 と.電着 金 屬 の 形(IY3?)・

RTei.Rick.翫 電 着 力.ド ミウ 亠の 構 造 及 粒 子 の 大 い さ

に彰響 を及 ぼ す.囚子 ・(1鱒7)・

H。tfieridll.a..ｫ.電 著 物 の 講 造 に及 ぼ す下 地 傘 醐

の 彰響(13iA_)..

wbo〔1¥V;. .真.,.X..緑廻 折 に 依 つ τ示.さ れ る 電着 金 屬

.襖覆 の 構 造 に於 け
.る差 異(1248).

WrightL,Ili麟 凡.&ram.∫ ・,電解 グ 自F .の構 造

p2a;).

一 般 討 議(】:53).・

G1飯・U加・.A一 陽 騰 解 に俵 る金 屬保 諱 齦 め相 構 造

の 決 定(126?),

.Reminger.H.・ .非金 曜i1.11問體夂 は 塘 髏 を使 用 す るこ と

.に畩 互 霧 吹 金 周被 匝 め性 質 の改 夏(珍 β8)」

DanielsF.・J.,錫 のhりbdipped.COpl-Deの.生 成 及 穂

造 に彰 響:を及 ぼ ナ 因子 ・(12了7}..

一 酸 討 議(1236) .

.Mu】lerW.J・&Low.L.,金 の 不.働性(1207) ..

.Wil5don.B.耳 飾]jonuell .D.R-Gゼ&¥oltageM。Eり

細 隙 媒 體 に於 け.る水 の擧 動(130})冶

PutzeyaP..&B耐 ・・… 」・蛋 自質iai#t_於 け る光 の

散FL(131{).㍉

KempI:.粒 子 の大 き さ及 電 氣 泳動 に 依 る.移動 性 の

冏 の關 係(.置347)..

Z..anorg,Ch合 血.,224(19さ5),

畳ThmmannG。,ニ ッ.ヶ.趣綱媒 の バ ラォ～巳「...トホ素 槫 移

能 の カ;_よ.る 影 響 並 び に 呂 ツ ケル の.自燧性 に及

ぼ す加融 遣 度 の影 響(〉;)・

ζ謡鷺h讖 〔糊_、 。鴣 爺}
.1'ricLeR・.u.Klehkし ・.活性 酸 化 鐵(纈)の 熱 容 量 と

絡 チ 縋 〔[1〕無 定形 水酸 職 〔Sli).

名P】～hysik,96(1935>・

L'uringerG"眞 空 中.にて加 熱 せ る針 金 め氣 體 放 出の

時間 的 變 化.(37)・

Z.physik.Cheer.[A],173(.1935).

wOnncaldNn・ ・浮游 撰 鍛 の翠 論1;就 て 岬3)・

2.physik.Chem.[A7;174CI955).

P.ln・R・冰 素 及 鍾 繰 の 吸 朞 と エチ.V%水 素添 加

との 闘 係(i)・

ReiOhardt.ii., ,絳 亂 沸 ド佐 う電 鼠 抵 勲 霹 位(i)・

S…『【nerP.,L浮 游 撰 籏 の理 言螽■な..る..諭家 し二樹 す る荘 意

(7轟)・

Gor◎diaeskpG.Nロ,ProtassJ・1・,沃 化録 .ゾル の安

定 度(is?)・

Z.phyeik.Chem,画29(置9年5}・

ThiessenP・a・u,WittsladtW・ ・停長 せb.彈 性 ゴ ÷

や の 結 晶 と融 残 物(sso)・

'

.Lヒ 學 動 ・ 學

933.)

一一」L_晶 ・」■■L■L画 ■一5,.
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.J;..Am'.;Che血.Soc。 、57..(1935).・

11'iigL'.0り 光 化m的 調 査 〔1〕 ア 』・.モニ ア の 分解 の

最 子 坐 成 峯 に及 ぼ す ア ム モ 昌 ヤ 壓 の 影 響(15.:9)・

Pqr匡of 、;L璽E..&.:C江d¢.G。 球リ テ・タ.昌 ウ ム及 マ ン ガ ソ

と典 塞 性 溶 液 .に於 け る11.0..と の 反 應.(16(蛙}・

EmmettI'.fl.gI-lailu:cssR.w・9鐵.白.金 及 二 .ツ

ケ ル 觸 楳 上 の オ ル ソパ ラ 水 素 郷 媒 的 櫓 互 轉 位

(182J).

1'muonC.F.&¥faronS,H.,H}yer6ra血iteの 分

解 の 動 力 學(IGo2).一

Haifurd一].O.,ムnrLo酋ooLC.,Bate5J.R&Sa'i一

_aherR.D・ ・ ア 七 トン及DzO間 の 交 換 反 懸 動 力

學 及 平 衡(1863).-

Sζcw飢T.D・ .黄W¢ld㎝1嵎 ㎜B・,P・nl餌oの 光 學 的

唾函L酬慝化(1702)・

HeidtL'」,,}λ208,2δ4,?309373mp .に 於 け る 乾 燥

オ ゾ ン の 光 分 解 〔U〕 反 勵 ヵ 學(1710)。

BallT.R.,1¥'ul('1:ucheLler¥¥'.&R'irganlP..E.,

化 第 一 鋤 の 酸 化 のr間 状 態(1120)・

.CrickC3.ム 。&RatesJ.R.、R. .bsDI.の 光 化 學 的 酸

.化(lil'u) ・

J。・ly・..M・:¥.B・ ・n・hG・E・K・ ・ 〔訟電・c1・・1・1二よ る

・酸 め 吸 收 の 動 力 學(1779)・

S【血ゆ.D.&CoLnLJ.,ア ミ ノ酸1ペ プ チ ド及 之 に

開 係 あ る 物 賞 の 物 理 化 學n5研 究 亡V〕 化 學 反 駆

度 恒 數 に 及 ぼ す ア{ノ 鮟 尿 素 及 ア ル コ.ホ ル の 影 響

.(1794)響

)iarlieaC・:1.畿La)lc[、 「・K.,酸 及 盛 溶 液 に 於 げ

るNihamideの 鱒 媒 的 分 解(18L)・

督 、V噫5tW ・.光 分 解 に 俵 り庄 成 さ..れた る遊 魅 塾…の 褫

出 に 對 す る 犀 ラ_*ル ト水 棄 槫 移 の 廡 痢(1931)

」.・Chem.Phye.3(置935)・

SteacicE.W.R.,HahlicrW.H.SHoh離ood.」.F.,

箕 斯 状 グ リオ キ.ザ ル の 酸 化 の 動 力 學.(55])・

Frick<H.&.FLirtE.」.,水 漕 液 匡酔の 角1蹴y血ide,

arsenic,xleni【eイ オ ン のX線 照 射 に よ る 酸 花

(u96).

F'【icl:cIL&1.lar【t:.J,・ 沃 素 及 び 臭 素 イ オ ンQ存 在

の も.と に於 け る 水 の.X.線 に ょ る 分 解 〔598)..

J..Chem.Soc:,Uga5).

E曜 厘funILJ.&Jo匡leyI..」 ・,メ チ ル ア.ミ ン の 熱 分

骸 φ 動 力 學(929).

Th・mpsui・1LW・K…1・ ・C・F.RlambS・.a.,

化 カ ル ずご〒し丿レと.7}この屎 應 動 力 學(1q3写)・.『

13irsbele'。・:dq .x・9牝 學 反 感 の 躑 薄に 闘 す 栲 察

.(ユ1.1り・

.¥4'inklcrC ・.4・&H'nshelwoodGNり 液 相 系 反 懸 速

度 決 定 の 困 子,べ7ゼ ン潮 液 に於 け るQ腫etem｢ry

い … …Saltzの 生r&(11-11・ ・

!.P.arsanT・G・&｣ucellR・Ii.,第 一 次 光 化 攣 反 應1

に於 け る遊 壊 基 及 原 子,脂 肪 雕 アル デ ヒ ド及 ケr

γ の光 解 韓([1司)・
.
Emp,c.i.$.J.81.StewartK・,珪 化 水素 の餓 化 〔1〕.

(11δ2)・

¥lasledE・B.&.]loonCH・,觸 媒 作 用 の 齲 ネル ギ

」 観 〔V〕.水素 添 加 反 應 の温 度 係 鼓(1∬0).. 、

Tupl≒vB.、Julimbmge[F,SWei隔J..Dii,henyliad・

oniamIodide中 の沃 度原 于 の 置換 に 對 す る安 £

度(1295).二1
.Lid
wd10.M.&neuk,r卩 迢Lマ ンガ.ン酸 カロ里.と薩

醸 の反 應(1303),・.

b!o皿at81L.Chem.,86.(.1935〕 ・

Skh配.轟 ・,:{ヒ學 感 鹿(120)・

AbelE・u・RLunenkrnnx.L・ 反 感ll1間 生成 物 の定 渚

.生成.を破 墺 す .る事 に よb蓚 酸 の沃 黙酸 に よ る酸 化

遥 瓢 。。。。、.ル の。家。f(2'12).

Nature,一135(1935)

;Speocer...・ フ オル ム アル デ ヒ:ド.の熱 駮 化(9b【).

BottonileyG.ii.,Cav;wghii.δ ζIbinny'i}!」 水 と

の重 水 素 奕 換 の酵 素 觸 媒 反 應 〔103)・

.Sasakir .&蕈 亀㎞T.,分 子 酉己列 と電 于 衝摯 に よ る

β 子の 分 解 の巉 崋(260)・

$12.vK・.G・ ・酵 素 反 慮 の 分光 學(335).

t.aD.∫.G.JRydonkl.r.,Th匸 ㏄・('aibonTeulu-

me繭nの 機 構(476).

Batntwiss.23(1935).

R'ciss]・・光柵 感 酸 響ヒに 於 げ る不 安 定 な る活 性 酸 素 分

子 の態 度 〔609).

.S鳳IPhy6"8(1955)・

RwichinW・&u・1'imkue'skyW・ 既 ・混 合 互斯 の

燃燒 逋 壌 に對 す る粒 波 の 彰 響.(100).
.Z

;enorg...Chem。,.224(1955)・

.hissA・ サ・.u・B・ss5nyi.!"非 鑑 解 質水 漕液 に於 け:E

.イォ.'J反 慮 に對 す る温 度 の影 響(a3)・

..Kiss∴ 濯.ロ.lam5nceyA・,反 應 物 が 膜 を披 散す る

(4?i



物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)

x
一 瀞

反 應の 機 構(40).

Z.Phyaik,96(1933)・

RdssWrF.,鯔 起Jg.分 子 と稀 宥 氣 鱧 との 間 の 輝 軸.x

ネル ギー及 飛行 出 ネ ル ギ ーの 交 換(261)・

Z,phyeik.Chem.[A],173U935).

ltoedD.den.u.SpiersC.¥¥'.F.,過 酸 化 永 素 の}⊆ 線

に よ る分解({12)・

Z.phpsik.Chem.【A】 一74(1935)・

{¥'inlhc【C.,二 三 の反 懸 の光 に よ る影 響(41J・

Z,phyaik,Cheer.CB7,23U935)

聾π{edv:"1瑠亅.A.u・UMIImdF,、2CO=CO已 一トCな.る

反 感 に對 す る ㍊ の觸 媒 伶 用 に及 ぼ す 蛋 畷 性的 變

化 の 影響(4δ5).

献 ・ 集

劉じ零鍵方法,裝 置,鰻{匕學
,金相學,分 析化學等

徽 辮 課 鶚,㎞ ㎞,撒}
ロ

LじlltaneM.ULNVehnerl.1..金 と 銅 の 合 金 に 就 で

。覦 誌 。_。 棚 。測。,繋}
Eer.Dtsch.chem.Ges6,6s(■955).

lilfttcr11・,.三鹽 化燐 の加 水 分 解(1670)・

KeuuscA・ ・FellTの 永 酸 化物 及 酸 化 物 の 酸 化 ド際 す

る オ ゾ ンの 也 成.過 酸 化 鐵 化合 物 の 存在 ・ 無 定型

及 結 轟暫i水酸 化 物 及 酸 化 物 〔XXTII〕117A4).・

NVt:ykrand(;.v.Mc"s(lerf1.・ ・同 族列 に於 け る化 學 形

、讃膿 ㌦ 跏 曙青物騾 黝
!:il]lerE..有 機 物 の 磁 化 學 的 研 究 〔Ilt〕W・Langen・

恥ckの 瀘 度dimereKeten(1883)・

kiesenfeldE.H.u.TobiankM.,簸 石 の 結 晶 水 巾 の

埀 永 倉{義(1962)・

Conユpt」rond,・201(臨935}●

BonzelM・ ・冷 鍛 鎌 金 罵 の 熱 處 理 に伜 ム 變 形(3S4).

IVnguetPil・ ・高 藤 に 於 け る 水 銀 弧 光 の 僉 光(450)・

valensi(S・,Niの 酸 化 性(523)・

」」Atn魯Chem.Soe.,57(1935).

1IaliW,1.1.&Jo}LnstunH.L,市 販 電 池 の 酸 素 の軍

同位 元 素の 濃 度(151Q)・

FurmannN,H.&rρw(;・w・ ・ 定 量 分析.に於 け る.

濃 淡 電 池 の 使 用 〔1〕囎 類 に於 け る驅 化 物 の薇 量 決

定.;〔1585)・

一
130

FormanN,H.&LiiwG.、V.、 鹽 化 物 の 微 祉 決 定 に

.對 ず る 二 註 の 電 氣 及 比 濁 分 析 方 法(7588).

P且τksw.G.,&Prep[udaH.J,,バ ナ ヂ ウ ム の 重 址

分 析 に よ る 決 定 に 於 け るH。 κ鵠mincCob跣hicCo匿 ⇒・

pound(16了6).

MunchR.tt,,弧 き迚 纏 紫 外 ス ベ ク トル 光 濂 と し

て の 虱 斯 放 電 管(1863).

1:umbeoW.D.&DanieUT.C..1・A500τbicnaa

〔VitaminC)及1)iethplI〕il跏ydT咲ymaleaL瞻 の 滴 定

曲 線 及 曾 合 恒 數(isss)・

FortesG.Sリ1{eidヒL.J.&SIckmanD.V・.`、ZOr

methaneの 光 化 學 的 分 解(19:'a》 ・

J.ehem.Soc.,(1935)・

6assct[ir.鼠HenryA。 」..亞 硫 酸 及 亞 硫 酸 鹽 の 鹽.

化 に よ る ヂ チ:tン 酸 鹽 の 坐 戌(ll19)・

亅nRoldC・K,&¥folvhennII.f.G.,2鹽 基 酸 の 電

氣 滴 定 曲 線 〔V〕 ウ・AuPcniane<licirboxglic,,じ.a,

の 解 薙 恒 藪 分 子 の ヂ メ ン シ ヨ ン の 計 算 法 の 吟 味

c1餓 賦 酬 。峨 。。定。膿 寿}
liahlk・K・ 邑1'a「tingtu■1」,R・,沃 度 の 低 級 酸 化 物

及 硫 酸 鹽(1253)・

一ffionatsh
.Chem.,68(1935).

t.【avekr:.,酸 化 第 一 錫 との 混 温 生 成(ni了).

Nature,;3s

Uempster:¥.,Ill蕩,。 髄 。。,纛 翻

D¢ 叫,st<「 んJ・,ウ ラ ニ ウ ム の 同 位 元 素 組 成(180).

.A

atnrwiss,.23(19志5),

Bart皿 ユ加G..取 結 占島申 のX線 光 源(591).

Phil..1直ag.,20(1935)・

LoweryH.&R'ilkin>un1.L,鋼 昌 ツ ケ ル 合 金 の 光 學

。鸞 撒 。..。。冰甑雛 島}
Phyeik.Z.,36(1933).

Bi撫M・ ◎寫 眞 贋の 絶 對 的 惑 色 度(う59)・

SchuluA.,純 蟀 の α の 同 素 體 の研 究(559.

Rev..Sci.㎞str、,6(1935)・

Vier.A.o..質 量 スペ .クトル に於 け る磁 場 變 移 の 淌

,謡誌 驟 。。纛。。畑;甥 毳}
¥¥'illiamsP・S・.3Saitt.G・1.[.,火 花x,クhル 法 の 電

極 配 置(2了7).

SeamsJ・W・&f'iakelsL(;・ ・.高 度 の 廻 解 蓮 度 をus

[

(430)
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す 方法.'(299).

110「gan.1R,・.&Smtth.Nゆ 電 子 建 苛 月吊暗箱 .(316)・

Ilu屈oo"..R曾Dり 安 償 な.る壷流 増 幅 器.(322).・

SOW●Phy1.98(19S5)・

Fa囲 聯nピW"浅 田 氏の 論 丈'`水 晶 ホ 銀 燈 の 光 の 残

さyに 對 す る注 意(109).

Traロ 鱈.Farad.Soc。,31q955)・

Th6msonG.P,,高 歴 に 於 け る電 干 廻折 装 置{.10tg)・

FzapcisM・ ・ 非 永 久 瓦 斯 に對 す る マ.クptツ ド環 力

計 の使 用 に就 て(1325)・

Kg「「vv'o「thyL錫 の 大 蝋 に於 げ る麗 蝕 及 齬(1331}.

蠶、蕪1論 、烈1鶚 鵬 、B`ik}
S6hmi【bDumnntQ.ロ.匪'"tcras・Bo叩Sし,Pyπ ア}【レ及.

Indジ 且q7.晝鼓續塑 〔62)・

H唖 鹽sma珈O.u.Biltz、 、㌦,系 統 的 糀 報 力 理 論 .亡砺 〕

¢oS」coSi等 の 壓 力 分 析(7・9}・

Br…nizingerH・u.Eeka「dヒW・ ・穆 酸 鹽 化 合 物(93}・

Briniiinger.H,.u.RatanarrLtCh..溶 液 の 異 れ る水 素

イ.オ ン滅 度 に 於 け る モ リ.ブ デ ン酸 及 ウ 才.ル ツ.ラ み

酸 イ.i.ン(97).

BTiロtlinggr.iLu・.."一allacILJ一 ナ,レ カ リ性 溶 液1二 存

在 す る 多 パ ナ ヂ.ン 酸 驩 イ.オ ン(103)・ 「(107)・t

S蝋 購 。ni・zaf,・、.Clinitis"t"黄 色C・ ・一酸 化 物 ∫

M恐恥 丗.1.L..ア ム モ 昌 ア 哲…Cul「一鹽 類 溶 液 に 對 す る

CO .の作 爾 〔1〕金 腐Cnを 除 け るCO及Ctl-2一 ア

ミン化 合 物(11:S)・

向 上,,llijj=〔1】〕金 膃Cuの 存 在に 於 け るCb及Cn一.

2一ア ミン化 合 物(:30)・

Mtarte【II.乢beschercskiK・,(hil1一 璽 頬 溶 液 に 封 す

るCOの 莉 貰瞼t153)・

Li蝕:hitz!.ti、FroentresW・ ・れ 錆 化 合 物 の 構 逸 光.
　 コ

弔活性及光化攣的尋励 〔1〕〔173)・
'璽 岬

Tam阻 跏nG凸 溌1叩 。「"r・,zaE-E:nl二 甑 結晶飢

鹿鮴 劫Vα 触 睡 撤 への擁(・194)・

U聴hF…D頃 ド 翫 舗 の盤 の艶.〔li〕A・1

.却翠 ホ1にて稀Rts:嘩 の晩含有璽酸L■Pt動(2手't}・l

w・yg・ndC・,nt融 勅 ゆ 燃 駐 せ.る櫑(265):

S伽c眦 弓、.砿Dr卿,le緲 ・'C,・.:ア亠態亭.ウム.の.Hg.亞

譜 響鯲 鷦鼎 。酬 。露難}
の

1轍 」go「.1い』.幅"謡41尻 雛 餬 啼 骸き.一.

群;中 央 イ←オ ンが 錆 わヂ:才「.ン・塗 ろ:錆化合 励 ζli〕中

●

ノ1

央 イオ ン と.しで鐡Cσ 勘チ.オ ン.を宥.す 乙錐S凶fh蜘 一.

及0叉alat。 一化 合 物`283}.

Kr軸 『τC.卩 ・Flnga5.E.;ア ル カ 屮酸 化物.一(議0・A』OR

-SA)CO .,〔.【V〕LiO.,一SiOrCO.i系 の 珪 酸 多 き都 分

のC儀 継 及.B403に 對 す るA重Aの 作 期(28臼}・

抵旗r.J-u・Pl頭Wi・ ..熔融 物 め桔 .晶(田)(:fO.5)・

P.oh.馬F'eの 漕 耗 に對 す る 化 県反 應 の彰 響(322).

lir洫血i嚀rFLu■ 恥i肛1藍.G.,異 齦 異itsめ イ;解

睦 有SR'RPIAの 透 析荘 に よ る研 究{:525).

Z.$lektroeLem.,al(wss).

UsrschskFL買1.s亀e四a`斷wr,.,R};}ご1合 金 のx線 的

研 究(599).

¥Sal;ariewaS,P,乢Bi田 駄1πN。D,。 電 解 ク ロ ー ムの

硬 度 と金 脂 に醜 せ る水 素 の影 響(623)・

CmheG・u.,¥¥'olfW凶.H鼠 及m.の,.,合 金(a.:;,・

Sim`m八 』.【kckertH.ボKCN溶 濱 中 に於 け るAg

の溶 解(737)・

z.Phyaik;96q955}・

ITiad鋤 瞬幅.1㍉:窮 ∬儲野cl尸K・IL・ 透 明 圃惚 に於 け る

定詣 超 音波 め.可.u化 〔【匸)(3G8)・

蝉llerH.G.,.再 結 晶過 報 の 本 性.〔1〕,〔 町,〔1.1【〕

(?79,so.;.x211.I

Cmetzmacher.. .r.・超 音波 收 斂 を 伴 ふ 醜 結 晶(:興2)・

Sch樹e【H.11.SchmiAピ1璽h・,液 臓 空 氣 に て冶 却 せ 着

放電 萱 〔48n》・

.s遥ピK ..同 位元 素 の 系統 牝.(51 .2).

Ca5重e珥3.H・.光 の 壓 力 と ラヂ 矛 メー ター カの 閥 の 分

醸 研 究(677〕.

2acha:mca.¥i.,.・.,,とSiの 圃 溶 閥 の 分 解犠 構(754).

Z、Phy8ik.Chem.にAユ 且73(1955)・

GunthttP,L.u.PacethF.6、..ヘ リ ウム研 究11.

へ.穿 ウ ム.中に於 け る徽 鹸 の 永 素及 び 塾 才ンの 分光

學 的 分 析`}p7》 ・
.Kil
piS・,弱 き酸 と讎 基 の 電 位 滴 定 の 終 止鮎(q_r)・

Yearr.,シ ス肉 桂 酸 に蔵 τ ση,

tite:nA. ..LLWm面le面Ij・.ポ ル7fリ ンの 光吸

牧 〔rt).(Sl.)・

ardeロocき1・ じ・11・Ha踊E・ ・ 弱 き光 を使 用 し短 時 間

に鰍 .し得.る光 吸 敗』の測 定 法.(115}・
.Z
.'Physik.Chem畠 【B】弘鯛(IB35)・

Tlron=c.hede.W・u・SeLmncherH・ 一J・・HuOl二 就 て'

(356)・

(496)


